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地
震
や
風
水
害
な
ど
の
大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
行
政
か
ら
の
支
援
が
始

ま
る
ま
で
約
３
日
、
外
部
か

ら
の
支
援
が
届
く
に
は
そ
れ

以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
公
的
な
支
援

が
届
く
ま
で
の
間
、
隣
近
所

な
ど
地
域
で
の
支
え
合
い
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
災
害
時
に
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

人（
高
齢
者
や
障
が
い
者
ら
）

　
災
害
時
は
誰
も
が
被
災
者

と
な
り
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
は
、
登
録
さ
れ
た
人
が
必

ず
支
援
を
受
け
ら
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
援

す
る
人
が
責
任
を
負
う
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
非
常

持
出
品
の
準
備
や
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
の
中
で
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

　
消
防
を
は
じ
め
、
行
政
機

関
な
ど
の
公
的
支
援
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、地
域
の
中
で
支
え
合
い
、

少
し
で
も
被
害
を
減
ら
そ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
の
中
で
普
段
か
ら

結
び
付
き
が
強
い「
自
治
会
」

を
地
域
で
支
え
、
助
け
合
う

仕
組
み
と
し
て
「
災
害
時
要

援
護
者
支
援
制
度
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
自
治
会
を

単
位
と
し
て
、
災
害
時
に
支

援
を
希
望
す
る
人
の
情
報
を

台
帳
と
し
て
整
備
し
、
自
治

会
と
地
域
の
民
生
委
員
児
童

委
員
、
市
が
共
有
し
て
災
害

時
の
安
否
確
認
や
避
難
支

援
、
日
ご
ろ
の
見
守
り
に
活

用
す
る
も
の
で
す
。

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

を
単
位
と
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
現
在
、
１
４
３
自
治

会
の
う
ち
、
42
自
治
会
が
取

り
組
み
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
取
り
組
み

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
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台
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災害時要援護者

台帳整備　　　情報共有

連携・協力

制度に関する総合的な支援
災害発生時の公的な支援

自治会民生委員児童委員

災害用伝言ダイヤル

災害用伝言板

　
市
在
住
で
次
の
①
〜
⑤
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
災
害

時
に
自
力
で
の
避
難
が
困
難

な
在
宅
の
人
で
、
台
帳
へ
の

登
録
を
希
望
す
る
人
が
対
象

で
す
。

＊
施
設
や
病
院
な
ど
に
長
期

入
所
、
入
院
し
て
い
る
人

は
対
象
外

①
介
護
保
険
の
要
介
護
３
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

▽
平
常
時

　
声
か
け
な
ど
近
所
付
き
合

い
を
通
じ
た
日
常
的
な
見
守

り
を
実
施
し
ま
す
。

▽
災
害
時

　
災
害
時
や
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
と
き
に
、
市
の
災

害
対
策
本
部
が
発
表
す
る
災

害
や
避
難
に
関
す
る
情
報
を

連
絡
し
ま
す
。

　
ま
た
、
安
否
を
確
認
す
る

　
こ
の
制
度
へ
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
自
治
会
で
は
、

自
治
会
の
担
当
者
や
地
域
の

民
生
委
員
児
童
委
員
が
対
象

と
思
わ
れ
る
人
の
自
宅
を
訪

問
し
、登
録
を
案
内
し
ま
す
。

　
支
援
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
提
出
し
ま
す
。

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

④
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
か
高
齢
者

の
み
の
世
帯
に
属
す
る
人

⑤
そ
の
他
、
災
害
時
に
支
援

を
必
要
と
し
、
登
録
を
希

望
す
る
人

　
提
出
さ
れ
た
申
出
書
は
、

市
が
台
帳
と
し
て
整
備
し
、

自
治
会
、
民
生
委
員
児
童
委

員
、市
で
共
有
管
理
し
ま
す
。

＊
個
人
情
報
は
、
適
正
、
厳

重
に
管
理
し
、
こ
の
事
業

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん

と
と
も
に
、
避
難
が
必
要
な

と
き
は
一
緒
に
避
難
す
る
な

ど
、
避
難
所
へ
の
避
難
を
支

援
し
ま
す
。

災害時に役立つ防災情報

　防災対策では、最新の情報を集め、事前の準備・
対策を講じることが大切です。テレビやラジオの
ほかにも、パソコンや携帯電話からも、次のよう
な方法で情報を入手することができます。みなさ
ん活用してみましょう。

【市ホームページ】
　タイムリーな防災情報を提供します。携帯電話
からも防災情報の閲覧はできます。
（パソコン用）
http://www.city.munakata.lg.jp/

（携帯用）
▷NTTドコモ
http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/i/
▷au
http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/e/
▷SoftBank
http://www.city.munakata.lg.jp/mobile/j/

【雨量・水位情報（県河川課）】
（パソコン用）
http://www.kasen.pref.fukuoka.lg.jp/
bousai/

（携帯用）
http://www.mobile-doboku.pref.fukuoka.
lg.jp/bousai/

　災害時は、一般の電話はつながりにくくなります。この災害用伝言ダイヤルでは、被災
者の安否を確認できます。このサービスは、被災地への通話がつながりにくい状況になっ
た場合などに利用することができます。
●災害用伝言ダイヤル
　【伝言を入れる】171→１→△△△−△△△△−△△△△→伝言を入れる（30秒以内）
　【伝言を聞く】171→２→△△△−△△△△−△△△△→伝言を聞く　（30秒以内）
＊利用案内に従ってメッセージを録音してください
＊△△△には連絡を取りたい相手の電話番号を市外局番から入力してください
＊利用できる電話の確認など、詳細はＮＴＴのホームページで確認を

　国内で震度６弱以上の地震など大規模な災害が発生した場合に、メッセージの伝言板の
役割を果たすシステムで、各電話会社が提供するものです。
＊使用方法などは各携帯電話会社で異なるため、各会社のホームページなどで確認を

災害時要援護者支援制度
■問い合わせ先　保健福祉政策課　☎（36）１３０８

もしもの時に
備えて地域ぐるみの

支え合い


